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1
16 山本沖縄担当相、小野寺防衛相

が相次いで沖縄入りし嘉数高台か
ら普天間飛行場を視察しました。
佐喜眞市長は基地被害の現状を説
明し、普天間飛行場の早期閉鎖・
返還を訴えました。また、沖縄担
当相には「宜野湾市の振興に関す
る協議会」の拡充や市が求める事
業の予算を要望し、防衛相には基
地被害に関する対応策を求め、防
衛相からは「この基地の危険性は、
沖縄の皆さんが心配される通り。
一日も早い普天間の危険性を除去
したい」との言葉がありました。

　宜野湾市議会12月定例会において、我謝修氏の教育委
員会委員の任命が同意され、新たに同氏が教育委員に就
任しました。我謝氏は平成２３年３月まで県立名護商工高
等学校の校長を努め、平成２２年１１月には御下賜金記念
産業教育功労者表彰を受賞されています。

　市内の郵便局と「災害発生時における協力に関する
協定」を締結しました。市と郵便局においては、阪神淡
路大震災後の平成 10 年にも災害協力に関する覚書を交
わしていましたが、東日本大震災の状況を踏まえ、緊急
車両の提供など更なる支援の強化を図り、大規模災害
時に迅速に対応できるよう改めて協定を締結しました。

市内郵便局と災害発生時におけ
る協定を締結！
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新内閣の閣僚へ基地被害
の現状を直訴！

障がい福祉団体の活動の成
果を紹介
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　市の教育委員会文化課が編集した、戦前
の宜野湾の地名を紹介した「ぎのわんの地
名　内陸部編」が第３３回沖縄タイムス出
版文化賞の特別賞を受賞。佐喜眞市長へ
授賞を報告した宮城教育長は「今回の受賞
を励みに、これからも市の歴史・文化遺産の
継承と活用に努めていきたい」と受賞の喜び
を語りました。

　市社会福祉センターに、
市民の身近な相談窓口・
交流の場として『宜野湾
市チュイシージーセンター
さんさん』が開所しました。
併せて、市政施行50周年
を記念に福祉振興基金事
業を活用して、地域づくり
に役立てるよう、市社会
福祉協議会へ車両を贈呈
しました。地域福祉の発
展に向けてなお一層取り
組んで参ります。

　1月21日(月)から25日(金)にかけて第10回「地域でがん
ばる仲間たち」パネル展(主催：障がい福祉課)が市役所１階
ロビーで開催され、期間中は多くの方々が来場され、ふれあ
いの場を持つことにより、障がい福祉への理解が深められ
ました。

『ぎのわんの地名 内陸部編
』に

沖縄タイムス出版文化賞・特
別賞！
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『さんさん』と光り輝く
宜野湾市を目指して！！
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　真志喜中学校において屋内運動場・武道場増改築安全祈願
祭が行われました。真志喜中学校の屋内運動場は建築から32
年の経過に伴い老朽化が著しく、
改築を行います。さらに、平成２４
年度からの中学武道の必修化に
伴い、新たに武道場が必要であ
るため、屋内運動場の改築と併
せて武道場を整備し、教育環境
の充実を図っていきます。
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　市保健相談センターの「ちょっと待って！メタボリック気
をつけ隊」が、市立体育館で行われたｂｊリーグ・琉球ゴー
ルデンキングスの試合のハーフタイムで、宜野湾市オリジナ
ル健康体操「美らがんじゅう体操」を披露しました。満員
の会場の中、一緒に体操を踊ってくれたお客さんも多く、
会場の雰囲気も大いに盛り上がりました。

　市役所玄関前において、市交通指導員の皆さんによる年末年始
の交通安全県民運動が行われました。この運動は、交通安全思
想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの
実践を呼びかけ、交通事故防止の徹底を図ることを目的としてい
るもので、「飲酒運転根絶」のプラカードを持った交通指導員の
皆さんが、通行する車両や歩行者に交通安全を呼びかけました。

キングスの試合で
「美らがんじゅう体操」を披露！

交通事故０を目指して

1
21

　市長とＰＴＡや地域の方々が教育施策の充実を図
ることを目的として話し合うスタディーミーティングが、
はごろも学習センターにおいて開催されました。参加
された各校ＰＴＡ会長や校長より、通学路の整備や給
食の無料化、２学期制の今後についてなど多くの質
問・要望が出され、将来を担う子どもたちのために真
剣に話し合われました。

教育環境の整備・充実に向けて


